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大垣共立銀行 ポジティブインパクトファイナンス 
2025 年 11 月 28 日  

 

株式会社香源 
サステナブルファイナンス本部 

 担当アナリスト：石井 雅之 

 

格付投資情報センター（R&I）は大垣共立銀行が香源に対して実施するポジティブインパクトファイナンスについ
て国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が制定したポジティブインパクト金融原則（PIF 原則）に適合してい
ることを確認した。 

R&I は別途、大垣共立銀行のポジティブインパクトファイナンス実施体制が PIF 原則に適合していることを確認し
ている1。今回のファイナンスに関して大垣共立銀行の調査資料の閲覧と担当者への質問を実施し、実施体制が
本件に適用されていることを確認した。 

大垣共立銀行が実施するインパクトファイナンスの概要は以下のとおり。 
 

(1) 対象先 

社名 株式会社香源 

所在地 愛知県名古屋市 

設立 1991年 12月       

資本金 1,000万円 

事業内容 お香・お線香・香木・数珠などの薫香類販売 

従業員数 25名（2025年 9月時点） 

 

(2) インパクトの特定 

大垣共立銀行は対象先の事業内容や活動地域等についてヒアリングを行い、バリューチェーンの各段階にお
いて発現するインパクトを分析し、特定したインパクトカテゴリを SDGs に対応させてインパクトニーズを確認した。
また、当社の事業活動が影響を与える地域におけるインパクトニーズとの整合性について、持続可能な開発ソリ
ューションネットワーク（SDSN）が提供する SDGダッシュボードなどを参照し確認した。 

 

(3) インパクトの評価 

大垣共立銀行は特定したインパクトの実現を測定できるようインパクトの内容を整理して KPI を設定した。ポジ
ティブインパクトは SDGs 達成に寄与する取り組みとして追加性があると判断した。また、大垣共立銀行が掲げる
重点課題（マテリアリティ）と方向性が一致することを確認した。 

 

  

 
1 2023 年 1 月 19 日付セカンドオピニオン「大垣共立銀行 ポジティブインパクトファイナンス実施体制」 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2023/01/news_release_suf_20230119_jpn.pdf 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2023/01/news_release_suf_20230119_jpn.pdf
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① 環境に配慮した経営の推進 

インパクトの種類 自然環境的側面においてネガティブインパクトを縮小 

インパクトカテゴリ 「気候の安定性」「資源強度」 

関連する SDGs 

   

内容・対応方針 ・LED や省エネ設備の導入やカーボンオフセットの導入等により、消費電力量   

および CO₂排出量の削減を図り、環境負荷軽減を推進する 

・自然由来資材やリサイクル資材を採用したお香等商品を企画・販売し、資源循

環型社会の実現を図る 

KPI と目標 ・年間消費電力量を 2029年度までに 2024年度比 20%削減する 

（2024年度消費電力量：42,000kwh） 

・2029年度までにカーボンニュートラルを達成する 

（2024年度 GHG排出量：5.81t-CO₂） 

・2029 年度までにお香の原料や包装材にリサイクル資材等を使用した環境配慮

型商品の割合を 10%以上にする 

（2024年度：0%） 

② お香文化の普及 

インパクトの種類 社会的・社会経済的側面においてポジティブインパクトを拡大 

インパクトカテゴリ 「健康と衛生」「文化と伝統」「零細・中小企業の繁栄」 

関連する SDGs 

  

内容・対応方針 ・お香の取り扱いを通じて、人々の心身のバランスを整え、より豊かなライフスタイ

ルの実現に貢献する 

・EC サイトを強化し、様々な事業者の製品を若年層や海外等遠方の顧客・リピー

ター等に紹介する 

・教育事業として、お香に関するイベントや講座、新商品の企画を積極的に続け、

お香を日本文化として伝え広める 

KPI と目標 ・2027 年度までに EC サイトの売上比率を、その他事業の売上高を維持向上し

つつ 30%以上にし、月平均の出荷個数を 2,000個以上にする 

（2024年度 ECサイト：売上比率 21%、月平均出荷個数 1,200個） 

・2025 年度中に海外向け EC サイトを本格稼働させ、2029 年度までに海外  

向け ECサイトの月間売上高を 100万円以上にする 

・2029 年度までに教育事業の売上比率を、その他事業の売上高を維持向上し

つつ 25%以上にし、年間受講者数を 3,000人以上にする 

（2024年度教育事業：売上比率 2.3%、年間受講者 960人） 
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③ 就労機会の提供 

インパクトの種類 社会的側面においてポジティブインパクトを拡大 

インパクトカテゴリ 「雇用」「その他の社会的弱者」 

関連する SDGs 

 

内容・対応方針 ・梱包や原料の計測等の簡易作業について障がい者就労支援施設への委託を 

進め、就労機会を創出する 

KPI と目標 ・2027 年度までに障がい者就労支援施設への業務委託を 1 先以上増やし、  

年間委託個数を 2倍以上にする（以降の目標は改めて設定する） 

（2024年度：委託先 1先、年間委託個数 36,000個） 

④ 安全で働きやすい職場環境の提供 

インパクトの種類 社会的側面においてネガティブインパクトを縮小 

インパクトカテゴリ 「健康と安全」 

関連する SDGs 

 

内容・対応方針 ・柔軟な有給休暇の取得や残業ゼロを目指した取組み等により、健康経営を  

実践していく 

・ハラスメントやコンプライアンスに関する研修を実施し、不安や誤解の無い職場 

環境を構築していく 

KPI と目標 ・2026年度までに健康経営優良法人認定を取得し、以降継続する 

・ハラスメント等に関する従業員向け研修を年 1 回以上実施する（2024 年度：0

回） 

 

(4) モニタリング 

大垣共立銀行は対象先の担当者との会合を少なくとも年に 1 回実施し、本 PIF で設定した KPI の進捗状況
について共有する。日々の営業活動を通じた情報交換も行い対象先のインパクト実現に向けた支援を実施する。 

 

以 上 
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